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１．は じ め に
観光流動の理解は、観光地の発展段階および
観光地間の相互作用を明らかにする上で重要な
ものと考えられる。しかし、データ入手が困難
などの制限から、理論の展開および研究の蓄積
は少ない。とくに、ツーリストの集中・分散に
大きな影響を及ぼす旅行商品の空間的特性およ
び展開過程についてはいまだ不十分である。
とくに、目的地間の関係については、焦点が
当てられることは少なかった。しかし、他の観
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Abstract
This study examines the spatial patterns of Japanese package tourism in North America during 
the developing period.　The results are as follows: In North America, the Japanese tourist system 
showed more independence from those in other regions, while the relationships among local tourist 
systems seemed to vary during different periods.　 The tourism system in the United States
（mainland）consists of the Eastern, Western, Midwestern and Alaskan systems, and the number 
of“mono-destination tours”has increased.　The Canadian eastern gateway has also allowed the 
eastern part of the system to become more independent.
Keywords
Tourist system, Tourist flow, Package tour, North America
要　旨
本稿では、旅行商品の発展期において北アメリカを目的地とする日本人向け旅行商品のツーリスト・
システムについて検討した。その結果、以下のことが明らかになった。まず、北アメリカのツーリスト・
システムは、オープン・システムであり、その発展に伴ってその独立性が高まった。次に、アメリカと
カナダのツーリスト・システムの統合および分裂という、両システム間の関係において変化が生じた。
アメリカにおけるツーリスト・システムは、現在アメリカの東部、西部、中西部およびアラスカの４つ
のシステム、および中央アメリカに従属するサブシステムによって構成されている。また、結節構造と
しては表されない目的地の単独化が進んだ。カナダにおいては、おおむね１つのシステムが形成されて
いる。しかし、トロントのゲートウェイ化によって、東部システムが上位階層へ移行した。さらに、秋・
冬季の目的地の出現とそのシステムの独立がみられた。
キーワード
ツーリスト・システム、観光流動、旅行商品、北アメリカ
光地との関係なくして、１つの観光地が成立し
ている場合はほとんどない（Lue et al. １９９３）。
また、「ツーリストの旅程上全ての目的地の重
要性が等しいものではない（Pearce  and Elliot 
１９８３）」。観光流動によって、観光地は他の観光
地との関係を有し、それらは統合されたシステ
ムの構成要素として機能している。
このように、観光流動を体系的に把握する試
みとして、「ある地域におけるツーリストの分
配ネットワークを形成する、相互に関係し、依
存または作用するツーリスト・リゾートにより
構成されたもの（Oppermann １９９４）」と概念化
されたツーリスト・システムがある。広域的な
観光流動の特徴を包括的に理解する際、システ
ムという視点からのアプローチは有用といえる。
また、観光流動の変化は観光地の発展と大きな
関連性をもつものであり、ツーリスト・システ
ムの変化および再編成から、観光地の発展につ
いて相対的に把握することが可能といえる。
旅行商品のルートについて、これまで目的地
の階層性・機能（Forer and Pearce １９８４、Op- 
permann １９９５、山川 ２００５など）などを分析し
たものはある。しかし、長期的に目的地間の関
係の変遷を検討したものはほとんどない。旅行
商品を分析対象とすることによって、当時の包
括的な旅程サンプル取得の困難さをある程度解
消することが可能であり、またその変遷を検討
することもできる。そこで、本研究では、ツー
リスト・システムの分析から、旅行商品の発展
期における北アメリカを目的地とする日本人向
け旅行商品についてその構成の変化を明らかに
する。
日本人の海外旅行において、旅行商品は重要
な役割を果たした。日本人の海外旅行者数は、
１９６４年の海外旅行の自由化以降に２度のブーム
を経て、１９８０年代後半から円高の影響を受けて
急増した。その後も１９９０年代末まで増大が続い
た。しかし、２０００年代初頭、アメリカにおける
同時多発テロや、SARS の発生により停滞に転
じた。旅行商品の使用は１９８０年代後半に急増し、
１９８０年代から１９９０年代の日本人の海外旅行の大
量化・大衆化に寄与した。そこで、本稿では、
旅行商品の発展期にあたる１９８５～２０００年の旅行
商品を分析対象とする。
北アメリカへの日本人旅行者は、上述した日
本人の海外旅行全体の展開過程と同調した発展
をみせてきた（図１）。日本人の海外旅行にとっ
て、北アメリカは主要な目的地の一つであり、
北アメリカを目的地とする日本人向け旅行商品
は、海外旅行の自由化直後から供給されてきた。
そのため、アメリカにとっても日本は重要な市
場であり（浅羽 ２００８）、またカナダにおいても
影響力のある外国人旅行者であったことがいわ
れている（小林 ２００６）。したがって、北アメリ
カは、ツーリスト・システムの変化を検討する
のに適切な事例であると考えられる。
２．データおよび研究方法
本研究のデータには、リクルート社発行の海
外旅行情報誌『ABROAD』に掲載されている
旅行商品の情報を使用した。この雑誌は、１９８４
年に創刊された月刊誌で、多くの旅行商品が一
覧として掲載されている。この雑誌の発刊は、
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図１　アメリカ本土およびカナダへの日本人旅行者数
（１９６６～２０１１年）
　　　（アメリカ政府観光局資料およびカナダ観光局
資料より作成）
注：日本人のカナダ旅行者数の値は、１９９７以前の数値
はカナダへの入国者数を示し、以降はカナダにお
ける２４時間以上の滞在者数を表す。
旅行商品のメディア販売という新たな流通チャ
ネルの確立に大きく貢献した。また、この雑誌
に掲載された旅行商品は、従来のカウンター販
売と比較して流通コストが低いこと、また紙面
上で商品の比較が可能であることから、低価格
な旅行商品の開発や旅行商品の多様化を促すこ
ととなった。したがって、出版時に供給されて
いた旅行商品についてある程度網羅的に把握す
ることが可能である。
本稿では、１９８５、１９９０、１９９５、２０００年の１月
号から１２月号に掲載された旅行商品それぞれ２,１９４、
５,８０５、５,７４４、６,０２２本を分析対象とした。これ
らの旅行商品の旅程について、宿泊地をノード
に設定し、旅程における各ノードの機能、ノー
ド間の関係を導出し、さらにそれらの経年的な
変化について検討した。
ただし、データの解釈について、旅行商品の
実際の催行数は不明という点は注意が必要とな
る。本稿では、旅行商品の掲載数からその供給
における全体的傾向を抽出することを試みた。
したがって、掲載本数そのものに大きな意味が
あるわけではないため、宿泊地間の相対的な比
較を分析の主眼点とした。
分析の手順として、まず宿泊地の機能を評価
する。ツーリスト・システムにおけるノードの
評価方法には、Pearce and Elliot（１９８３）の提
唱した旅行指数（TI）を使用する。旅行指数
（Trip Index：TI）の算出方法は以下の通り。
　　TI＝（Dn/Tn）× １００（％）
　　Dn：目的地における宿泊日数
　　Tn：旅程の全宿泊日数
すなわち、旅行指数とは全旅程の宿泊日数に対
するある地点の宿泊日数の構成比（％）を示し
ている。本稿では、すべての旅行商品の各ノー
ドについて旅行指数（TI）を求め、その平均値
を算出する。
Forer and Pearce（１９８４）は、ツーリスト・
システムにおけるノードをその機能によって
“gateway”、“major generator”、“staging 
point”、“minor generator”、“overflow node”
の５つに分類した。これは、近年の日本におけ
る観光行動の研究においても援用された（小島 
２００８など）。また、Oppermann（１９９４）は、旅
行指数の大きい順に、TI≧５０のノードを「主要
目的地」または「国際ゲートウェイ・主要目的
地」、２０＜TI＜５０のノードを「ゲートウェイ・リ
ゾート」または「域内ゲートウェイ／主要観光
アトラクション」、TI ≦２０のノードを「ストッ
プオーバー」に分類した。本稿においても、こ
の分類に対応させて提示した。
次に、宿泊地の結節構造から、宿泊地間の関
係について検討する。ここでは、宿泊地間の階
層性および連結体系を抽出するために、都市シ
ステムに関する様々な研究で利用されている地
域間の流動から導出される連結度と結節地ラン
ク（Murayama １９８２、森川 １９８５、駒木ほか ２００６
など多数）を用いた。すなわち、まず宿泊地間
の流動を示す OD 行列を作成した。次に、全て
のノード間の連結度を算出した。そして、最大
流動法により下位ｉから上位ｊに流動線を描い
た。ただし以下ａ～ｄの制約条件を加える。
　ａ． 宿泊地内の流動は考慮しない。
　ｂ． ｉの総流出入数より小さなｊには流動線
は描かない。
　ｃ． ｉがｊに従属し、さらにｊが他の宿泊地
ｋに従属している場合、ｉはｋのシステ
ムのサブシステムを形成しているとする。
　ｄ． ｊはその下位地域であるｉには従属しな
い。
また、ｊに対するｉの連結度 Lij は以下の式
にて定義される。
　Lij＝（tij/∑tij）×１００
ただし、tij はｉとｊ間に生じた流動量、ｉ≠ｊ
とする。
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この手法によって、あるノードについて、旅
程において直接結びつけられることが最も多く、
かつそのノードよりも宿泊数が多いノードとの
関係が階層構造として抽出される。すなわち、
２ノード間の最も特徴的な結びつき／依存関係
が示されることとなる。そのため、階層構造そ
のものが旅程の相対的な供給量を示すものでは
ない。とくに、上位のノードは、他のノードと
の組み合わせが多様であるため、結びつきの程
度は弱い。一方、下位のノードは上位のノード
との結びつきが強いため、階層構造においては
強調される。したがって、実際は上位のノード
へ／からの流動において階層構造では表されな
いものが多数あることを留意しなければならな
い。
最後に、以上２点の変化から、ツーリスト・
システムの変化について、旅行商品の構成とい
う点を考察する。
３．結　　　果
　旅程における宿泊地の重要性
１９８５年において、掲載数が多く TI≧５０のノー
ドはニューヨークとウィスラーである（図２ａ）。
前者は、東海岸の「国際的ゲートウェイ・主要
目的地」の性格をもち、後者は冬季リゾートで
あることから「主要目的地」であることがわか
る。２０＜TI＜５０のノードは、アメリカ西海岸お
よびカナダに多くみられる。TI≦２０のノードも
同様の分布であるが、掲載数、ノード数ともに
少ない。すなわち、１９８５年当時は周遊旅行が主
流であったことを読み取ることができる。
１９９０年になると、TI≧５０のニューヨークの掲
載数が相対的に増大した（図２ｂ）。これより、
ニューヨークの「主要目的地」としての機能が
増大したことがわかる。また、２０＜TI＜５０のア
メリカ西海岸におけるノードも同様に掲載数の
増大がみられ、供給量が相対的に増大している
ことがわかる。TI≦２０のノード数については、
減少傾向が看取できる。以上のことから、この
時期の旅行商品は、目的地の多様化よりも目的
地の集中が進んだことが読み取れる。
１９９５年には、掲載数の多いロサンゼルスおよ
びオーランドが TI≧５０になり、前者が「国際的
ゲートウェイ・主要目的地」に後者が「主要目
的地」になったことがわかる（図２ｃ）。２０＜
TI＜５０のノードについては、サンフランシスコ、
ラスベガス、マイアミの相対的な減少がみられ
た。TI≦２０のノード数はさらに減少している。
以上より、周遊旅行が減少し、単一目的地の旅
行商品が相対的に増大したといえる。カナダで
は、北部地域においてノードの掲載数の増大が
みられる。
２０００年には、アメリカ西海岸において TI≧５０
のノードが増大し、アメリカ全土で TI が５０未
満のノードが減少している（図２d）。また、カ
ナダでは、北部地域の掲載数がさらに増大した。
しかし、TI が５０未満のノード数において大きな
減少はみられなかった。以上のことから、アメ
リカにおいては、１９９５年の傾向がその後強まり、
単一目的地の旅行商品が相対的に増大していっ
たことがわかる。一方、カナダでは、周遊旅行
が主な形態であるが、北部に形成された新たな
「主要目的地」が定着していったことがわかる。
アラスカのノードについては、１９８５年よりア
ンカレジが「国際的ゲートウェイ・主要目的地」
として機能しており、１９９０年にはこの傾向が強
まった。その後、１９９５、２０００年には、「国際的ゲー
トウェイ・主要目的地」としての機能は弱まり、
一方北部に「主要目的地」が形成されたことが
読み取れる。
北アメリカ以外の宿泊地もすべての年次にお
いてみられる。これは、北アメリカの目的地と
他地域の目的地とを組み合わせて旅行商品が造
成されていたことを示している。この経年的な
変化をみると、掲載数は相対的に小さくなって
いる。すなわち、北アメリカのみを目的地とし
た旅行商品の供給が、相対的に増大したことを
示している。 
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図２　北アメリカにおける日本人向け旅行商品の宿泊地（１９８５、１９９０、１９９５、２０００年）
（リクルート社『ABROAD』により作成）
ｂ）１９９０
ａ）１９８５
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ｃ）１９９５
ｄ）２０００
（図２つづき）
　宿泊地間の結節構造
１９８５年で最も結節値ランクが高いのは、バン
フ、ロサンゼルス、ニューヨークである（図３ 
ａ）。これらはそれぞれ、カナダ全土、アメリ
カ西海岸、アメリカ東海岸におけるノードがそ
の要素となっている。また、アラスカおよびフ
ロリダ半島においても結節地ランクは高くはな
いが、小さなシステムが形成されている。フロ
リダ半島のノードは、北アメリカの下位にあり、
北アメリカを目的地とする旅行商品の宿泊地と
しての機能は小さかったことがわかる。
１９９０年には、１９８５年に最も結節地ランクが高
かった３システムが統合され、ロサンゼルスを
頂点とした１つのシステムになった（図３ｂ）。
ただし、そのサブシステムに着目すると、その
構造は統合以前の３システムと類似した構造を
もっている。主な相違点は、フロリダ半島のノー
ドが、アメリカ東海岸のサブシステムになって
いる点である。他方、アメリカ中西部のノード
が中央アメリカの下位ノードになっている。ま
た、イエローストーンを頂点とした局地的なシ
ステムが現れている。アラスカにおいては、ノー
ドの増加がみられた。
１９９５年は、１９９０年に統合されたシステムが４
つに分断された（図３ｃ）。うち３つは、１９８５
年に最も結節地ランクが高かった３つと類似し
たシステムであり、もう一つはアメリカ南東部
のノードが中央アメリカの下位に組み込まれた。
また、中央アメリカのノードに直接従属するノー
ドがいくつかみられた。他方、アメリカ中西部
では、システムが拡大しイエローストーンの結
節地ランクが上昇している。アラスカにおいて
も、最上位の結節地ランクの上昇がみられた。
２０００年には、大規模な階層構造は変化してい
ないが、下位のシステムにおいて変化がみられ
た（図３ｄ）。まず、カナダ東部のノードが、
局地的なシステムに分断されている。また、ア
メリカ南東部のノードがアメリカ東海岸のサブ
システムになっている。さらに、アメリカ中西
部のシステムが縮小しており、一部アメリカ西
海岸の下位のノードに編成された。
４．ツーリスト・システムの変化―むすびにか
えて―
宿泊地の旅行指数と階層構造の分析から、北
アメリカを目的地とした日本人向け旅行商品の
ツーリスト・システムにおける独立性の向上お
よびシステムの細分化といった長期的な変化を
読み取ることができる。
まず、北アメリカは日本人向け旅行商品の単
独の目的地として成立しているわけではないこ
とがいえる。旅行商品は、中央アメリカを中心
とした他地域の宿泊地と組み合わされていた。
しかし、他地域での宿泊日数は相対的に減少し
ている。このことから、北アメリカを目的地と
する日本人向け旅行商品のツーリスト・システ
ムは、当初はオープン・システムであり、その
発展に伴いその独立性が高まったといえる。
次に、アメリカ旅行とカナダ旅行は共通の目
的地を有するという点があげられる。アメリカ
旅行とカナダ旅行は、おおむね独立したシステ
ムを形成している。しかし、宿泊数が相対的に
大きい目的地の共有がみられる。そのため、そ
のノードの従属するノードによって、アメリカ
とカナダのツーリスト・システムの統合および
分裂という、両システム間の関係に変化が生じ
た。
また、アメリカにおけるツーリスト・システ
ムは、アメリカの東部、西部、中西部およびア
ラスカの４つのシステム、および中央アメリカ
に従属するサブシステムによって形成されていっ
た。すなわち、旅行商品において「方面」別の
細分化が生じてきたといえる。ただし、これら
を構成するノードは、システムの発達に伴い、
他の観光地との関係を変化させており、従属形
態は流動的である。また、結節構造としては表
されない目的地の単独化が進み、「主要目的地」
が増大した。
カナダにおいては、おおむね１つのシステム
が形成されている。しかし、トロントのゲート
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図３　北アメリカにおける日本人向け旅行商品の宿泊地の階層構造（１９８５、１９９０、１９９５、２０００年）
（リクルート社『ABROAD』により作成）
ｂ）１９９０
ａ）１９８５
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ｄ）２０００
ｃ）１９９５
（図３つづき）
ウェイ化によって、東部システムが上位階層へ
移行した。さらに、秋季、冬季の目的地が出現
し、そのシステムの独立がみられた。すなわち、
アメリカと同様の、「方面」別の細分化を見出
すことができた。また、アメリカと同様に、こ
れらを構成するノードの従属形態は流動的であっ
た。
以上のように、ツーリスト・システムの変遷
から、北アメリカを目的地とする日本人向け旅
行商品の構成の変化が明らかになった。しかし、
各ノードの階層構造に着目したため、ノードの
機能の多様性について論じることができなかっ
た。また、観光行動には大きな季節性があるこ
とを鑑みると、季節によるシステムおよびノー
ドの機能変化について今後分析する必要がある
と考えられる。さらに、供給者の視点から現地
旅行業者の動態を中心とした旅行商品の供給体
系との関係などが、今後の検討課題としてあげ
られる。
付　記
本論の概要は、２００６年９月の日本地理学会２００６年秋
季学術大会（於静岡大学）において発表した。
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